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国産脂肪乳剤 Intralipos™ の臨床応用 721 
An intravenous fat emulsion “Intralipos ™'’, newly produced in Japan were given to 17 
patients with surgical diseases and the following results were obtained. 
1) Adverse effects by intravenous drip infusion of fat emulsions such as allergic sym-
ptoms, colloid shock, vascular pain, or thrombophlebitis were not observed. 
2) At one week after the completion of infusion, anemia, liver dysfunction and blood 
coagulation disturbance were not observed. 
3) Among serum lipids, total lipids, triglycerides and free fatty acids showed no 
changes, while phospholipids increased gradually during the infusion and decreased after 
the completion of infusion, but their levels remained always in normal range. 






















ドリ十字社lとより導入され， 1970年より Intrafat~ と
表1 Intralipos™ 使用症例
症 {7U 性別 年令 l体重 病 名 手術名 ｜投与開始日（術後）
1 A. S. 男 58kg 食道裂孔ヘルニア 同根治術 当日
2 0. A. 女 26 58 イP 術前
3 B. G. 男 61 43 E円13 癌 胃切除術 10日目
4 H. S. 女 64 50 If 今 当日
5 N. K. 男 80 49 ， イP 2日目
6 0. M. 男 45 45 胃潰蕩 It 2日目
7 S. K. 男 68 42 十二指腸漬湯 イ少 8日目
8 T. B. 女 56 60 胆石症 胆嚢摘除術 1日目
9 S. H. 女 81 36 イF If 15日目
10 0. F. 女 67 55 ， 術前
11 I. S. 男 45 51 小腸膿蕩 小腸切除術 20日目
12 H. J. 男 21 47 虫垂炎，腹膜炎 虫垂切除術 5日目
13 K. T. 男 50 53 盲腸憩室炎 回盲部切除術 2日目
14 N. S. 女 62 36 特発性S状結腸穿孔 S状結腸切除術 6日目
15 U.S. 男 57 53 S状結腸癌 It 1日目
16 S. Y. 女 24 45 右腎損傷，牌破裂 術前
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1) 自動血球計算器 Hemalog8を用いて一般検血 を， Centrifichemでリン脂質の諸値を，
（赤血球数，白血球数，血色素量，へマトクリット， 5) 栄養状態を知る意lj、じ血清総蛋白，アルブミ
血小板数），および出血時間，凝固時間，プロトロンビ ンおよび AG比および血糖等の諸値を，
ン時間を， 6) さらに腎機能検査として，血清電解質（Na,K, 
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が 199, 187mU/dlと上昇していたが， ζれは手術後
2日目と 3日目の値であり，いずれも術後5日目まで
：二、正常範囲内となった．これらの症例を含め，
Introli pos TM投与により CPKが増加した症例は認め
られなかった． LOHは，全期間を通じて，異常値を
認めたものはなかった．
7) 投与期間中の純投与熱量は， 10%脂肪乳斉lj500 










や腹膜炎によるもの（症例5, U, 17) ！－：，すべて正
常値に復し，豚災（症例10）と糖尿病（症例15）でも血


































て， 発熱， 悪感戦傑，顔面紅潮，尋麻疹などのアレノレ 均 4～10%／分の速度で血中から消失すると考えてよ
ギー症状や慈心， H匝吐，胸内苦悶，胸痛，背痛といっ し、2>. 10",; Intralipos™ 500ml を3時聞かけて投与し
たコロイド・ショ ンク症状を呈したものはまったくな た場合， 卜リグリセライドが434mgdl ICなっている
かった が， 24時間後では 29～303mgdiと正常化しており，
2) 冷蔵庫：;'. ｛~一 一の脂肪乳剤を直接投与した際lζ よ 1日500ml1瓶なら何等その投与に不安はない ただ
くみられるといわれる血管痛や静脈炎も， 室温lζ30'1/ し，甲状腺機能低下症や肝硬変症などトリグリセライ
間放置した後使用すればまったく認められなかった． ド代謝巽常を伴なうような疾患に擢患している ものに
3) また，綿実油製剤lζ認められたとされる脂肪乳 あっては Kz値が低いので注意を要する．
剤連日投与による後期反応，すなわち，貧血，肝機能 脂肪乳剤の1；内代謝については，綿実油や大豆油乳
障害，出血傾向等も， 7日間連日投与後の 7日目の観 剤について，イヌやラ yトを用いて研究され，脂肪乳
察でみる限り， 全く認められなかった． 剤投与後，血中からトリグリセライドと遊雌脂肪酸が
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